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十人十色、

人それぞれに生き方、考え方が異なるという、

ごく当たり前のことを大事にする、

個を尊重する社会の実現こそが重要。

なにを

大事にする？

Ⅲ 誰も取り残されない社会

７ みんなが生きやすい地域



いろいろな
価値観に

触れること

自分の家族の一人ひとりの違い
を認め、受け入れる。それがで
きてはじめて、周りの人の違い
も認めて受け入れられる。

多様性が認められるなら誰もが
窮屈な思いをすることなく伸び
伸びと様々な人と交流ができる。
さらに個性が集まり、斬新なア
イデアが出れば地域の活性化に
も繋がる。

国内で多様性に触れ、コンフリ
クトを解決していくことで、多
様性を受け入れる力がつく。

差別的な発言をした人を叩くだ
けでは問題は解決しない。なぜ
多様性が重要なのか、なぜ人種
差別はいけないのかといったこ
とを大人も子どももきちんと学
ぶ機会をつくる必要がある。

多様な国の人々、様々な世代の
人々と対話をしていくことが重
要だ。どれだけいろいろな価値
観に触れられるかが鍵だ。
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フェアな社会の実現をビジョン
で打ち出してほしい。
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大事なのは
共感行動が

できること

大事なのは共感行動ができるこ
とで、それがエンパシーである。
心の中で何を思っていても、そ
ういう行動ができればよい。

いろんな差を一つひとつ埋めて
いく、手をつないでサポートす
る、こういう取組をひたすら
やっていくしかない。

30年後の2050年にも残る大事な
価値は、人間の温かみ。一人に
なったらどうなるかわからない。
でも誰かがいるなら安心。

実際に会って交わってみること
で、多様性を受け入れる力が養
われると思う。自分もＯＫ、あ
なたもＯＫという広やかな心が
明るい社会をつくっていく。
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これからは性別や住む場所等で
様々な選択肢が出てくると思う
が、どれを選んでもフラットに
話せる社会になればいい。

いろんな働き方を生み出し、い
ろんな場所へ行ける、いろんな
生き方ができる、いろんな人と
いろんな交流ができるようにし
ないといけない。
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他者を
しっかり

受容する

気持ちを醸成

自分の権利だけ主張して、相手
のことは知らない、私は私、で
はなく、他者をしっかり受容す
るような気持ちを醸成するとこ
ろを大事にしてほしい。

やりたいことはできるが、それ
で他の人に迷惑をかけてはいけ
ない、そのためには、心の余裕
があって、人を思いやる気持ち
がないと、そうすることができ
ない。
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マイノリティと呼ばれる人々の
考え方が当たり前になっていて
ほしい。そのためには、様々な
人と出会い、意見を交わせる環
境が必要。

国籍、性別、年齢といった具体
的な事項だけでなく、日々変化
する各個人の考え方、生き方へ
のこだわりといった抽象的なも
のを尊重する時代になってきて
いる。

みんなが好きなように選んで、
それを誰も咎めることがない社
会になればいい。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

７ みんなが生きやすい地域



いろんな人が
いて当たり前

が共生社会

少数派を排除するのではなく、
認め合うことで全ての人が肯定
され、豊かな暮らしができるよ
うになる。

様々な文化や宗教、背景を持っ
た人が集まって共に生活し、誰
もが差別されずに、自由に生き、
夢を叶えられる社会であってほ
しい。

人は、みんな違ってみんないい
という考え方が浸透することで
個性を認め合える。
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今現実に自分らしく生きられな
いことに苦痛を感じている。

日本は、マイノリティの人たち
を目に見えないようにしている。
まちが受け入れていない。家庭
に閉じ込めて、ケアする人もい
なくなってしまう。

いろんな人がいて当たり前の社
会が共生社会。排除してきれい
にする社会を共生社会とは言わ
ない。
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価値観や認識
の押しつけを

なくす

あらゆる面においてルールが優
先されすぎているような気がす
る。古いしきたりはなくすべき。

兵庫、神戸ともに開放的と言わ
れながら、実際は保守的で他者
を許容しない雰囲気を持ってい
る。

村社会から変われておらず、県
外からの移住者がコミュニティ
に入って行き難い地域がまだあ
る。
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固定概念で役割が決められてい
る社会の仕組みを変えていくべ
き。

自分の価値観や認識の押し付け
をなくし、理解を深めることが
必要。理解ができなくても受け
止めることはできる。
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多文化に
日常的に

触れる

外国人を受け入れる環境がまだ
まだ脆弱。

多文化に日常的に触れている人
ほど、偏った考えを持たなくな
るものだ。そのためにも外国企
業の誘致や留学生を増やす施策
が重要だ。

移民を受け入れない限り、人口
減少は防げない。

海外との賃金差が少なくなって
きているので、外国人労働者の
処遇を良くしないと、誰も来て
くれなくなる。現行制度の改善
を望む。
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外国人が増えているが、まった
く交流がない。
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シニアの活躍

70歳を超えてもシルバー人材セ
ンターなどを使って目一杯働こ
うとする人が増えている。退職
して悠々自適なのは一部の上層
の雇用者だけだ。
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後期高齢者医療保険料や介護保
険料が高いのに、働き口がなか
なか見つからない。

定年後に新たな社会生活を始め
る人がいる一方で、埋もれてい
く人もいる。

年金があてにならないので、長
く働きたい。

定年制をなくして働けるだけ働
けるようにすべき。

時間を持て余しているシニアが
多い。

シニアに活躍してほしいが、受
け身の人が多い。
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自分の経験を
活かして

次代につなぐ
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高齢でも働ける場所が必要。ま
た、自分の趣味を見つけて充実
させたり、仕事で得た知識や自
分の経験を活かして社会への奉
仕活動をしたり、後輩を育てた
りすることが大事。

若い人の負担を少なくするため
にも高齢者が働いて納税する必
要がある。

高齢者は働いて自立するべきだ。
このままでは借金で国が破綻す
る。

自分は健康面でも精神面でもま
だまだ頑張れる。世の中の役に
立ちたいシニアはたくさんいる。
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すべての県民
が力を発揮

できる社会へ

多文化だけではなくて障害者の
方も含めていろいろな人たちと
一緒にどう暮らしていくかとい
うのは一つの課題だ。

年齢、性別、障害の有無を問う
ばかりでなく、本当にすべての
県民が力を発揮できる状態を作
ることが必要だ。

特別支援教育＝特別支援学校で
はない。健常者と障害者を分け
る発想は間違っている。両者が
一緒に学ぶ場を作るのが本当の
インクルーシブ教育だ。
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子どもに障害があるとわかった
瞬間に、プラス要素は何もない、
未来は終わった、と思う人が多
い。そう思わないでよくなる社
会にしたい。

身体障害者は実は65歳未満では
減っていて、増えているのは精
神障害者。いわゆる「見えない
障害」の人たちにとってのユニ
バーサルの視点が今後一層重要
になる。
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誰にとっても
不自由のない

社会

大事なのは、できない人が、い
かにできるようになるかという
こと。ICT一辺倒ではなく、ハ
イブリッドに使いこなすことが
重要。

障害者が、障害を持っているこ
とを理由にできることが狭まる
ことのない環境が整っているの
が理想。
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誰にとっても不自由のない社会
が実現できれば、障害という概
念が消えていく。このことが究
極の姿ではないか。

産業界と福祉が手を組み、障害
を持った人が働く形を作ること
によって新しい価値を生み出せ
るし、正規雇用や1日8時間と
いった従来の働き方とは違う世
界を提示できるようにも思う。

「産福連携」を進めてほしい。
すべての産業とすべての福祉の
連携だ。そうすれば、もっと社
会が活性化し、雇用も内需も拡
大するはず。
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女性が
生き生きと

暮らせる

地域へ

今のままではこの国で娘を育て
られない。それぐらい女性が一
人の人間として尊重されない。

旧態依然としたルール＝因習を
変えないと若い女性は帰ってこ
ない。女性が生き生きと働ける
環境という意味では、まず賃金
を上げることだ。

法事があると男は酒を飲んで騒
いでいるが、女は炊事場で料理
してお酒を出す。そんな地域に
誰が帰りたいと思うか。女性が
生き生きと暮らせる地域を作ら
ないと人口減少は止まらない。

女性の管理職を増やしても何の
解決にもならない。夫婦別姓が
普通の社会になってほしい。
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男女共同参画が叫ばれて久しい
が、そうなるためには本当に思
い切った改革が必要。

性差別が根強く残っており、生
きづらさを感じる。男女で役割
が違うという意識に囚われてい
る男性が多い。

ジェンダー平等でなければ兵庫
県の人口は減るばかり。
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性別に
関係なく

生きやすい

社会へ

開放性の徹底で一番大事なのは
LGBTの話だ。ここが進むかど
うかで全然未来が違う。当事者
の話を一度聞いてみてほしい。

今の日本は性的マイノリティで
あることが、生きづらさや貧困
と結びついてしまう社会だ。

言えない裏には性的マイノリ
ティに対する偏見や差別への恐
れがある。人知れず苦しい想い
をしている人がどれほどたくさ
んいるか。
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みんなが安心していられる環境
に性の多様性は必須の要素だ。

同性でも結婚できるなど、性別
に関係なく生きやすい社会は、
「誰も取り残さない社会」に必
須の要素だ。
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女性、女性と言い立てること自
体が男性視点。性別に関わらず
得意なことがきちんと評価され
る社会に変えることが大切。



性のあり方を
グラデーション

で捉える

100％男かと聞かれたら、実は
90％ぐらいかなといったことは
誰にでもあることだ。性のあり
方をグラデーションで捉える見
方が求められている。

性に関する偏見を解消するため
に、学校の授業で積極的に学ぶ
機会を与えたり、地域で性的マ
イノリティへの理解を深めるイ
ベントを開催したり、行政でも
工夫をしてほしい。
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性の問題でも教育が肝だ。いろ
んな人がいていい、違いがあっ
ていいという教育の中で、性の
多様性についても伝えるように
すべきだ。

自分は男と思うか、女と思うか、
恋愛対象として異性が好きか、
同性が好きか、あるいはそのど
ちらでもないといったことは、
すべての人に関わることで、
SOGIEは誰もが持っている性の
要素だ。性の問題は、みんなの
問題である。
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困った時に
助け合える

社会へ

助けてと声を上げてもいいと思
える社会に変える必要がある。

社会では個人化が進んでいるの
に、国も自治体も家族を好む政
策バイアスがきつい。

SDGsの1日1.25ドル以下の貧困
は我々の課題ではないが、シン
グルマザー、低所得者層などの
相対的貧困なら我々の課題だ。

社会的弱者が一方的に支援を受
けるのではなく、困った時は誰
もがお互いに手を差し伸べられ、
助け合える社会を構築しなけれ
ばならない。
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未婚率の高さは所得水準の低さ
や非正規雇用と関係している。
格差のような触れにくい問題に
どう対処していくかが大きな課
題だ。

人口が減っているのは世の中が
不安だから。貧富の差が激しい。
弱者の立場から政治をしてほし
い。
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すべての人が
持てる力を

発揮

ユニバーサル社会とは、すべて
の人が持てる力を発揮できる社
会のことだ。
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高齢者世代や障害をもつ方のみ
ならず、誰もがロボットなどの
サポート器具を当たり前に選べ
る時代をめざしたい。

ユニバーサルデザインの理念と
現実がかけ離れている。

高齢者、障害者が楽に出かけら
れる地域をまず作るべき。

社会の情報化に取り残される人
はこれからもいるだろう。すべ
ての人が過ごしやすい世の中に
するためには、手間はかかるが、
アナログかデジタルかを選択で
きる未来になればよい。

3Dプリンタで服が作れるように
なり、性別や年齢にとらわれず、
ファッションを楽しむ価値観が
浸透してほしい。

制度が届かない人、情報が届か
ない人、行動に移せない人が山
ほどいる。
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デジタルディ
バイドない

社会

高齢者など情報通信に不慣れな
人でも、使わないとやっていけ
ない社会になる。そのために誰
でも使えるツールを開発する必
要がある。
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リアルな機会の提供が大事だと
は思うが、生活に必要な手続な
どはバーチャルで誰もが在宅で
利用できるようになればいい。

高齢者などデジタル機器になじ
みの薄い世代や、使うのが苦手
という人のためにも、地域コ
ミュニティなどに頼って互いに
助け合うようにする必要がある。

高齢者がデジタル機器を使えな
いというのは思い込みにすぎな
くて、そこにこそ自治体が新し
いサービスを作る余地がある。

あらゆる県民がデジタルディバ
イドなく、情報にアクセスでき
て、いろんな文化に触れたいと
きに触れられる、学びたいもの
も学べる、そういう社会が望ま
しい。
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子育ては一人ではできない。

人との関わりが絶対必要。

そこは30年経っても変わらない。

豊かな人間関係が子育てには必要。

子育てに

大切なことは？

Ⅲ 誰も取り残されない社会

８ 安心して子育てできる社会



教育、子育て
の優先順位を

高める

家族が孤立しているのは確かだ
が、むしろ家族は孤立しないと
いけない、自分たちで全部やら
ないといけないと思い込んでい
る人が多いのも事実。

少子化を抑制したいのなら、子
どもと若い家族への給付が少な
い現状を変える必要がある。

教育、子育てへの支出を抜本的
に拡充し、家庭の経済力が子ど
もの育ちに影響する構造を変え
ない限り、格差の連鎖は続く。

人口対策の施策の効果が見えな
い。何となく効くのではないか
という感じの施策が多いが、本
当に意味のある施策かをよく考
えることが大事だ。

日本は子育てや教育に振り向け
られる税金が少ない国だ。その
ベースには、それは家族で賄う
ものという国民の認識がある。
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子育てが外部のサービスを使う
世界になっていく中で、その負
担をどう下げるかを社会全体で
考えないといけない。

いろいろ支援はあるが、線でつ
ながっていないので結局どれだ
け自分で情報を集められるか次
第になっている。
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子育ては
楽しいという

社会の空気を

つくる

「結婚したいのにできない」
「子どもを産みたいのに産めな
い」などのハードルを取り除く
ことが行政の大事な役目。

子育ての負担をすべて母親が背
負っている。楽しみたくても楽
しめない。

親の責任が重すぎて、子育てを
楽しむ余裕がない。子育て世代
をおおらかな目で見守ってくれ
る社会を希望する。

いろいろあるけど、やっぱり子
育ては楽しいという社会の空気
をつくる必要がある。そのため
には、大人の態度が変わらない
といけない。

親がストレスなく生きられる環
境が子どもにもよい影響をもた
らす。「余裕」が大事。
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若い女性を地域に留めたいと言
うが、その背後には「地域に
残って子どもを産んでもらわな
いと困る」という考えがある。
その発想がある限り、若い女性
は都会に逃げていく。
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家族を経済面
だけでなく

気持ちの面

でも支える

出生対策で経済的な措置をやっ
ても出生増に結び付かない。む
しろ近隣市に人が流れている。

子育て施策は消耗戦だが、やら
ざるを得ない状況。子どもを増
やす対策は、国が仕切ってくれ
た方が自治体間の差が出なくて
よい。

社会で子育てしないといけない。
子育てのハードルが下がらない
と子どもは増えない。家族を経
済面だけでなく、気持ちの面で
どう支えていくかが大事。

家庭に対して教育や生活に関わ
る経済的支援が十分に行われ、
多子を産み育てることに県民が
躊躇しなくなっている社会に
なってほしい。
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子育て支援を充実させ、地域全
体で子どもを育てていくシステ
ムの構築を進めるべきだ。

少子化が問題とされながら状況
は変わっていない。子どもは宝。
子育てしにくい社会は滅ぶしか
ない。
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自分らしく
人生も仕事も

楽しめる社会

いまだに男性は仕事、女性は家
庭という固定観念が強い。特に
男性の育児への参加を強めるこ
とが大切だ。

安心して子どもを産み育てなが
ら自分らしく人生も仕事も楽し
める社会が理想。

子どもを安心して育てられ、お
母さんが元気で、女性が輝いて
いる地域が、健康で元気な地域
だと思う。

保育園に子どもを入れてまで働
かなければちょっと余裕のある
生活が送れない世の中だ。
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自分一人で抱え込むことなく、
必要に応じてサポートを受けら
れる子育てのしやすい社会、そ
れによって子どもたちが伸び伸
び輝くことのできる社会になっ
ていけばいい。

夫の親を頼りたがらない女性が
子育てしながら働き続けられる
地域にしていかないといけない。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

８ 安心して子育てできる社会



働く大人が
子育てを優先

することが

当たり前に

在宅勤務できる仕事は在宅勤務
にシフト。これにより子どもと
過ごす時間を作りやすくなる。

妊婦や子育て世代を大事にして
くれる職場環境を整えてほしい。

育休よりも時短勤務を普及させ
て、継続して子どもと関われる
ような環境整備をしてほしい。

多様な働き方が広がって、安心
の子育てを牽引する地域になっ
てほしい。

男女関係なく、希望すれば必ず
育休が取得できる環境、様々な
働き方が認められる環境になっ
てほしい。
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働く大人が子育てを優先するの
を当たり前と思える社会になら
ないといけない。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

８ 安心して子育てできる社会



お母さんの
責任を軽く

してくれる

場があれば

子どもたちが走り回る姿は地域
を元気にしてくれる。でも、子
育てには相当な労力がかかる。
だからこそ、じいじやばあば、
地域の支えが必要。

お母さんの責任をちょっと軽く
してくれる場がもっとあったら
よいのに。

何かあっても信頼関係の中で対
応できるような関係が必要で、
少人数で良いので、そういうつ
ながりを持つことがまず大事。

在宅で子育てしているお母さん
にも自分の時間が絶対必要。後
ろめたさを感じて言い出さない
人もいるが、リフレッシュは必
要だ。

地域の企業や団体なども関わり
ながら、巻き込みながら子育て
をしていくという視点が大事。
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子育て世帯だけをターゲットに
しても子育ての課題は解決しな
い。親になる前の世代やシニア
世代の理解を深める取組も大切
だ。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

８ 安心して子育てできる社会



地域ぐるみで
子どもを

見守る

登下校時間に大人が声掛けをす
るなど、地域ぐるみで子どもの
見守りを進めたい。

親たちはポジティブな意味で早
く白旗を挙げた方がいい。どう
せ自分たちだけで子育てをやり
きれない。もっと周りに頼って
いい。

いつも遠慮しなきゃいけない社
会ではなく、地域の人の温かい
言葉や支えに「ありがとう」と
言って頼りながら子育てできる
社会でありたい。

人類学や生物学の観点からする
と、共同保育的な家族の在り方
こそ普遍的。近代の核家族的な
あり方の方に無理があったとい
うことに世の中が気づき始めた。
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地域の人同士で「夕食のお裾分
け」「保育園の送迎」「公園に
連れて行く」など、細かい内容
ごとに支援を申し出ることがで
きるサービスがあれば良い。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

８ 安心して子育てできる社会



子どもたちを
安全・安心に

遊ばせたい

身近に遊び場があっても整備が
されていなかったり、古かった
りで、使いにくい。

子どもの目線で地域の環境を見
る必要がある。

次世代の青少年のために遊び場
を確保する必要がある。
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歩いて5分で海に入れるのに、学
校も親も海に入ってはいけない
と言うので、海に入ったことの
ない子どもがいる。これではま
ずいと自然体験活動を始めた。

子どもが周りを気にすることな
く外で遊ぶことができ、子ども
が外で遊んでいても親が不安に
思うことのない社会が望ましい。

子どもが安心して外遊びができ
る環境づくりが大事。

小さな子どもが安心して外で遊
べ、お年寄りも憩いの場として
利用でき、小中学生も伸び伸び
と遊べる環境をつくりたい。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

８ 安心して子育てできる社会



地域の中に
子育ての

交流拠点が

ある

育休中にママが楽しめる場所が
行政サービスではあまりなかっ
た。
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子育てで悩む親のために、気軽
に相談できる役場以外の場所づ
くりが必要だ。

子どもが通っている園や学校と
は違う場で、お母さん同士がフ
ラットに話せる場が求められて
いる。

母親同士の交流の中から、自分
ももう一人育ててみようと思う
人も多い。地域の中に子育て系
の交流拠点があることは大きな
意味がある。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

８ 安心して子育てできる社会



どんな家族の
形でも

排除されない

多様な愛や家族の形が当たり前
に認められる社会になってほし
い。その代表県として兵庫県が
日本全国のみならず世界にも発
信できるようになってほしい。

婚外子や養子縁組など様々な形
で子どもを持てる環境にしてい
くために、偏見や差別をなくす
活動を進める必要がある。

一人親、貧困、不登校、発達障
害の陰に隠れているつらい親子
がいっぱいいる。支援を必要と
している子は見えている以上に
多い。

いろんな形の家族があってよい。
どんな家族の形であっても排除
されないということが大事だ。

核家族を理想とする戦後の家族
政策が今日に至るまでそのまま
行われており、実際の若者の多
様なライフスタイルとうまくか
み合っていない。
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出生率の上昇が大目標なら、や
るべきことははっきりしている。
結婚の多様化を進め、アファー
マティブアクションも入れて、
女性の意見が様々なところで反
映される社会制度を作ることだ。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

８ 安心して子育てできる社会
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泣いている子どもがいたら声を掛ける、

困っているお年寄りがいたら

手を差し伸べるような、

温かい社会になればいい。

どんな社会

を望む？

Ⅲ 誰も取り残されない社会

９ 安心して長生きできる社会



健康である
ことが

価値になる

今後は健康であることが価値に
なる。「健康であれば保険料が
安くなる」など、健康・医療情
報を利用したサービスが普及し、
医療費削減にもつながるエコシ
ステムが形成される。

健康で病気になりにくい身体を
つくる、運動してできるだけ医
療のお世話にならないようにす
る、医療費をなるべく急カーブ
で上げないようにするという事
前の策が大事だ。

就労意欲のある高齢者、学習意
欲のある高齢者が現役世代と変
わらぬ環境を享受し、障壁なく
活躍することのできる社会に
なってほしい。

元気な高齢者が趣味や娯楽をで
きる場を増やすだけでなく、元
気な高齢者が介護が必要な高齢
者を援助したり、話をしたりす
る場を作り、若い世代の負担を
減らすことも大切。

寿命が長くなっても寝たきりで
は意味がない。
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Ⅲ 誰も取り残されない社会

９ 安心して長生きできる社会



先端医療技術
分野の強みを

活かす

地域医療連携ネットワークシス
テムを普及させ、迅速な患者情
報の提供など救急医療現場で大
いに活用していく必要がある。

最期まで自宅で過ごすのが当た
り前になり、急変時は自動で主
治医や救急に情報が行き、迅速
に対応できる仕組みをつくって
ほしい。

県の南部と北部で医療連携する
ことで、災害が起きた際にどち
らかが医療体制を整備している
状況を作り出せる。大地震発生
時に有効な役割を果たし、他の
地域のロールモデルになる。

医療技術による健康寿命の維持
と、加齢により失われた心身機
能を補う科学・工業技術の活用
により１人でも多くの高齢者が
社会を支えることで、持続可能
な日本社会を実現できる。

先端医療技術分野の強みを活か
し予防医療にさらに力を入れ、
高齢者が知識や経験を若い世代
に伝えながら仕事や活動を続け
られる社会を実現できれば兵庫
はますます魅力的になる。
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Ⅲ 誰も取り残されない社会

９ 安心して長生きできる社会



安心して
老いて死ねる

環境を望む

高齢者を介護する家族が自宅や
職場から対応することができて、
介護を理由とした同居や離職、
休職などが必要なくなっている
未来を望む。

介護や病院にかかる費用、娯楽
や旅行にかかる費用の支援、イ
ンターネットが苦手な人への無
料授業など様々なサポートがあ
り、老後の自分の時間をより楽
しんでいる未来になれば。

一人暮らしでもサポートを十分
に受けられ、多額の費用を負担
せずに済み、安心して老いて死
ねる環境を望む。

３人の親を介護したが、病院や
施設の渡り歩きが大変だった。

今や長寿が周囲から喜ばれない
社会だ。ケアする介護者も尊ば
れていない。
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Ⅲ 誰も取り残されない社会

９ 安心して長生きできる社会



一人ひとりが
自分の最期を

きちんと

考える

一人ひとりが好きな場所で、自
立して健康に生きることができ
る社会が理想。最期を迎える時
には、自分の好きな場所で死ぬ
ことができればいい。

尊厳死の選択が自由になってほ
しい。

寿命が伸びるのはよいが、必要
以上に生かされるのも大変だ。

死をタブー視せず、一人ひとり
が自分の最期をきちんと考える
よう啓蒙することが大事。

去年母を看取ったが、私には最
期を看取ってくれる子どもがい
ない。
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Ⅲ 誰も取り残されない社会

９ 安心して長生きできる社会



隣近所の人が
気遣ってくれる

安心感

今住んでいる地域は、大きな病
院からは遠いが、調子が悪い時
に隣近所の人が気遣ってくれる
という安心感がある。

家族だけで抱え込むのではなく、
地域全体で支えるというメッ
セージが伝わるとよいと思う。

地域住民全体を見守るネット
ワークがあった方が、安心して
暮らせることにつながると思う。

家族や地域から孤立して社会的
に排除された人が増えることな
く、周りには家族のようにサ
ポートしてくれる人がいる社会
になってほしい。

人とつながる機会や新しい趣味
に出会える環境があり、誰もが
老後を楽しむことができる。
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支え合いは昭和の発想。行政は
支え合いを過大に評価しがち。
個人の自立が基本であるべき。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

９ 安心して長生きできる社会

病気で苦しんでいる人や精神的
に疲れている人の心の安定につ
ながる場所がほしい。



どこにいても
手厚い支援が

受けられる

ケアマネジャーをしており、最
期まで安心して暮らせることの
難しさを毎日痛感している。

若い世代の利便性を求めるだけ
でなく、高齢者も安心して暮ら
せる社会になるようにしていく
べきだ。

子どもを地域に預けたら勝手に
育ってくれる、かつ高齢者も子
どもと関わることで生き生きで
きるような姿があったらいい。

障害のある人が、両親が亡く
なってからも、安心して暮らし
ていけるようにしてほしい。

年寄りが安らげる社会こそ最高
の社会。誰でも必ずその時期を
迎えるから。

HYOGO VISION 2050 35

介護、医療、子育て、災害など
全般として、どこにいても手厚
い支援が受けられる地域になれ
ばいい。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

９ 安心して長生きできる社会



このまま歳を
重ねるのは

心配

住宅が全部商品になると、商品
に住めない人がいっぱい出て社
会が不安定になる。

独身なので、今後の人生に不安
を覚える。

年金に頼れない。貯金がないと
暮らせない。

農村部で歳を重ねるのは心配。
公共交通機関が充実していない
地域はどうなるのか。

人を集めて住まわすことが必要
になる。コンパクトシティ化を
進める条例を制定すべき。
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医療費、介護費用などより、
もっと他に有効な税金の使い道
があるのではないか。

日本は再び出自が問われる社会
になりつつある。

住む地域で医療費の所得制限が
違うのはおかしい。

Ⅲ 誰も取り残されない社会

９ 安心して長生きできる社会


